保健体育科学習指導案
令和　年　月　　日（　）第　校時　グラウンド
第２学年　・　組　男子　　名　女子　　名　計　　名
　市立　　中学校　教諭　　　　　　（T１）
　　　　　（T２）
１　単元名　「球技」（タグラグビー）

２　運動の特性
（１）一般的特性
　　タグラグビーは、前方にパスを出さずにお互いのゴールラインの先までボールを運ぶことができるかどうかを競い合う陣取り型ゲームである。攻撃側はボールを持って防御側の空いている空間（スペース）にランスキルを使って前進したり、ボールを持っている選手より後方の味方にパスを回して前進したりすることでゴールラインを目指す。そして、相手のゴールラインを越えてボールを置いたら得点（トライ）となる。防御側はタグを取って攻撃側の前進を止める。規定回数のタグを取ることにより攻守が交代となる。
このように、タグラグビーにはボールを持っていなくても競技者全員に活躍する場面がある。みんなで連携し１つのボールをトライにつなげることや、身体接触が少なくタグをとる工夫をすることにタグラグビーの楽しさ、面白さがある。個人スキルに関係なく競技者全員が楽しめるスポーツである。

（２）生徒から見た特性
	タグラグビーの楽しさや喜びを感じる要因
	タグラグビーを遠ざける要因

	〇タグをとられないで、トライできたとき
〇チームで協力して点を取ったとき
〇パスがキレイに繋がったとき
〇タグをとって防御したとき
	●タグが上手くとれないとき
●コミュニケーションが上手くとれないとき
●オフサイド等のルールが理解できないとき
●ボールが上手くキャッチできないとき



３　生徒の実態
【アンケート結果】
○タグラグビーの授業を通して身に付けたいことは何ですか？　　　　○タグラグビーの授業をどんな授業にしていきたいですか？
	[bookmark: _Hlk44066077]・キレイなパスを繋ぐ力
・相手ディフェンスをくずして、前に進む力
・周りの人を見て空いている空間を見つけ、走り込む技術
・フォローをする技術　


	・個性を活かして、みんなが楽しめる授業　
・正々堂々真剣に出来る授業
・練習や試合が充実している授業
・負けても楽しめる授業　


○授業中にどんな言葉をかけられると嬉しいですか？
	・ナイスプレー！
・ありがとう
・ドンマイ！次があるよ！
・よく前に走ったー！
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（１）技能
　　小学校からタグラグビーを学習しており、ラグビーボールを取る・投げるといった基本的な技能に触れている生徒である。しかし、空間に走り込むなどの動きでは、陣取り型ゲームの本質を忘れボールを持っている選手がタグをとられないようにと、後方へと下がってしまうことや、相手を見て止まってしまうというプレイも見られる。

（２）態度
　普段の授業から意欲的に体育の授業に取り組んでいる。授業前後の準備・片付け等も安全に気をつけてできている。タグラグビーの授業に対し、８８％の生徒が肯定的に捉えられており意欲も高い。（アンケート①より）一方、残り１２％の生徒は、コミュニケーションが上手くとれないことや、ルールの理解に苦手や不安を感じている。

（３）知識、思考・判断
　　「どうすれば運動が上手くなるか考えているか」では、９４％の生徒が上手くなるために自分の動きについて考えていることがわかった。（アンケート②より）また、「仲間の動きを見て学習しているか」では、９７％の生徒が仲間の動きから学習していると回答し、意欲的に考え学んでいる。（アンケート③より）さらに、授業中の話合い活動では、９７％の生徒が肯定的に自分の意見を伝えられると回答した。（アンケート④より）
アンケートの結果を捉えると、ほとんどの生徒が授業での話合い活動や課題解決に向けて意欲的に捉えていることがわかる。しかし、話合い活動の中で意見がまとまらず、本時のねらいに対して正対しないことがある。

４　教師の指導観
（１）技能
　　タグラグビーは基本的にボールを手で抱えて走ることで得点できるので、他の球技よりも基本的な技能を身に付けやすい。したがって運動を苦手とする生徒でも球技における攻防の面白さを味わうことができると考える。
　　しかし、ボールが楕円球なのでうまく操作できなかったり、タグラグビー特有の空いている場所に動くことができなかったりすることが予想される。
そこで、タグラグビー独特の楕円球のボールに慣れ、ボールを操作する基本的な技能を習得させる。さらに、ランニングスキルの習得や、パスをした後のフォローの動きなどを指導し、基本的な技能を使って得点（トライ）を取る面白さを味わわせたい。次に、仲間が得点（トライ）をとるための空間（スペース）を作り出す動きに挑戦させたい。その為に効果的なパス回しを習得させたり、簡単なサインプレーを身に付けさせたりする。また、特別ルールを設定したり、場を工夫したゲームを展開したりして、生徒一人一人が仲間と連携してタグラグビーをできるようにする。

（２）態度
　　小学校からタグラグビーに触れており、生徒たちは見通しを持って学習に取り組むことができるので、運動が苦手な生徒でもみんなで楽しめるゲームをおこない、仲間との連帯感や、励まし合うことの喜びを味わうことができる授業を展開していきたい。
　　仲間同士でコミュニケーションがとれるよう、「具体的な指示」をもとに仲間にアドバイスしたり、「嬉しい言葉」の例を掲示したりして、仲間の挑戦を認めることができるようにする。また、一人一人の違いに応じた課題解決の場の提供や、チーム全体で仲間の学習を補助できる環境を整え、得意な生徒だけが活躍するのではなく、チーム全員で得点（トライ）を取りにいき、楽しめるようにする。
　　また、ゲーム終了とともに敵、味方の境がなくなり、お互いを認め合うラグビーの「ノーサイドの精神」も育んでいける授業を展開したい。

（３）知識、思考・判断	
　　ルールが理解できないことが運動を遠ざける要因になっているので、１単位時間ごとに技術の名称や行い方を確実に定着できるよう掲示物を工夫する。また、オリエンテーションでは体力要素にふれるようにし、単元を通して種目特有の体力が高まるよう理解させる。
　　話合い活動では意見がまとまらないことがあるので、掲示物の工夫をし、仲間の課題やチームの課題に応じた練習方法を選べるようにする。また、チームでの課題解決練習では、課題が何なのか事前に把握できるようチームで話合う時間を十分に確保する。
５　単元の目標
（1） タグラグビーに積極的に取り組むとともに、フェアなプレイを守ろうとすること、作戦などについての話合いに参加しようとすること、一人一人の違いに応じたプレイなどを認めようとすること、仲間の学習を援助しようとすることなどや、健康・安全に気を配ることができるようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈関心・意欲・態度〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（2） [bookmark: _Hlk48821455]攻防などで自己の課題を発見し、合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自己や仲間の考えたことを他者に伝えることができるようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈思考・判断〉
（3） [bookmark: _Hlk48821485]ボール操作と空間に走り込むなどの動きによって、攻防ができるようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈技能〉
（4） [bookmark: _Hlk48821516]タグラグビーについて、特性や成り立ち、技術の名称や行い方、関連して高まる体力要素などを理解できるようにする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈知識・理解〉

６　単元の評価規準
	
	関心・意欲・態度
	思考・判断
	技能
	知識・理解

	[bookmark: _Hlk48821760]単元の評価規準
	①タグラグビーの学習に積極的に取り組もうとしている。
②作戦などについて、話合いに参加しようとしている。
③練習の補助をしたり、仲間に助言したりして、仲間の学習を援助しようとしている。

	①仲間と協力する場面で、分担した役割に応じた活動の仕方を見付けている。
[bookmark: _Hlk42252639]②仲間と話し合う場面で、提示された参加の仕方に当てはめ、チームへの関わり方を見付けている。
③提供された練習方法から、自己やチームの課題に応じた練習方法を選んでいる。
	①マークされていない味方に動きながらパスを出すことができる。
[bookmark: _Hlk48634416]②パスを受けるために、空いている場所に動くことができる。
	①対戦相手との競争において、技能の程度に応じた作戦や戦術を選ぶことが有効であることについて、学習した具体例を挙げている。
②球技は、それぞれの型や運動種目によって主として高まる体力要素が異なることについて、学習した具体例を挙げている。



７　単元の計画
（１）領域の取り上げ方
	
	ゴール型
	ネット型
	ベースボール型

	学年／運動
	サッカー
	バスケットボール
	タグラグビー
	ハンドボール
	卓球
	バドミントン
	バレーボール
	ソフトテニス
	ソフトボール

	第１学年
	７時間
	７時間
	
	
	７時間
	
	
	
	７時間

	第２学年
	
	
	８時間
	
	
	８時間
	８時間
	
	８時間

	第３学年
	
	
	１３時間
	９時間
	
	
	９時間
	１３時間
	


※第２学年は、「ソフトボール」「バドミントン」から選択。
※第３学年は、「ハンドボール」「バレーボール」から選択。「ソフトテニス」「タグラグビー」から選択。

（２）領域の内容（運動種目）と目指す動き
	学年
	教材
	目指す動き

	第２学年
	タグラグビー
	得点しやすい味方にパスを出し、空いている空間に走り込んで仲間と連携して得点を取る。

	第３学年
	タグラグビー
	安定したパスワークで空いている空間を作り出すために仲間と連携したゲームを展開する。



























８　本時の学習と指導（６／８） 
（１）本時のねらい
　　パスを受けるために、空いている場所に動くことができる。【技能】
（２）準備
　　ラグビーボール　タグセット　ホワイトボード　ビブス　チームかご　マーカー　
　　※新型コロナウイルス感染予防のため、生徒は授業の始めと終わりに手指消毒をする。また使用した用具は、教員が消毒をする。
（３） 展開
	段階
	学習活動
	学習内容
	指導上の留意点（〇指導　◆評価規準）

	
	
	
	T１
	T２

	












導入10分

	１　用具の準備




２　集合・整列・挨拶・出席確認・健康観察




３　準備運動




４　感覚つくりの運動
①スキルアップサーキットトレー二
ング
（各種目３０秒×６種目 移動１０
秒）
①ラダートレーニング
②ランニングスキル
③ミニハードル
④対人パス（ホップパス）
⑤サークルパス
⑥ボールリレー






	
	































	〇仲間と協力し安全に準備をさせる。
〇グラウンドでスキルアップサーキットトレーニングの６種目の準備をさせる。
〇リーダーにチームの出席状況と健康観察の報告を行わせる。
〇体調不良者がいた場合は授業を見学もしくは、保健室で休むよう指示する。
〇全体指導をして元気よく、声を出して安全に行わせる。
〇準備運動のポイントを声を出して生徒に伝える。
〇タグラグビーの技能向上に繋がることを意識させて行わせる。
〇ボールを使う④⑤⑥の動きを重点的に巡回し活動させる。
〇対人パスでは、手首と指を使ってボールを弾くことを意識させて取り組ませる。
〇サークルパスでは、ハンズアップとフォロースルーを意識できるよう取り組ませる。
〇ボールリレーでは、チーム全体で聞こえる声を出すことにより素早く左右前後にボールが出せるよう取り組ませる。
	〇体育倉庫で安全確認をしながら効率よく準備ができるようにさせる。


〇生徒が授業前のアルコール消毒が出来ているか確認する。
〇マスクを持参しているか確認する。

〇生徒一人一人を巡回し、各部位を曲げ伸ばしているか、適切な動きが出来ているか確認する。
〇適切な動きが習得できるよう、生徒へ声かけをする。
〇ボールを使わない①②③の動きを重点的に巡回し活動させる。
〇ラダートレーニングでは、腕を振ること、つま先で動き太ももを上げることを意識させ取り組ませる。
〇ステップトレーニングでは、腰を落として、肩から行きたい方向へ動けるよう取り組ませる。
〇ミニハードルでは、リズムよく両足の太ももがしっかりと上がるように取り組ませる。


	













展開30分








	５　本時のねらいと内容の確認
空いているスペースを作りだし、相手のマークを外してパスをもらい全員トライを目指そう










６　全員ボール回しゲーム
【チェンジオブペース】
①相手との間合い（距離）が５Mぐらいに近づいたらスピードを落とす。
②相手との間合い（距離）が２Mぐら
いに近づいたら一気に加速する。
③加速する時は、上半身は前傾して空
[image: ][image: ]間に走り込む。




【カットイン】
①相手との間合い（距離）を近づける　
攻撃側は、斜め外に足と肩を向けて
踏み込む。
[image: ]②攻撃側の斜め外に体と足を向け踏み込んだら、外側にあった身体を一気に内側に入れて走り抜ける。
[image: ]




	









〇空いている空間への移動の仕方
・チェンジオブペース
・カットイン
・スワーブ


[image: ]








	



〇学習カードに本時のねらいを記入をさせる。
〇ねらいを生徒に理解できるよう、発問をして主体的に活動できよう説明し、生徒に見通しを持たせる。
〇自分の状況や、相手の動きを見て具体的な声かけができるよう取り組ませる。
〇仲間に気づいたことを積極的にアドバイスできるように取り組ませる。
〇相手の動きを見て、タイミングよく抜くことができるよう取り組ませる。
〇ボールを持っている選手との相手の距離を考え活動させる。
〇守備側には、次にどう動くのかを具体的に指示をする。
〇全員が積極的に活動できるように迷っている生徒には積極的な声かけをする。
〇空いている空間へ移動できない生徒がいた場合は、中に入り直接指導する。

	



〇書き出しが遅れている生徒に支援をする。
〇生徒が記入できたか確認する。


〇各チームが試合場所に素早く移動できるように積極的に声かけをしていく。
〇声が聞こえたか、相手のいないスペースに動けているか、相手のいないスペースには動けていてもボールを持っている選手との距離はどうかを意識させ声かけをする。
〇ゲーム中に生徒が自信をもってプレイできるよう肯定的な言葉かけをする。
〇具体的な声が出せない生徒がいた場合は、近くに行き声かけの見本となるよう指導する。
〇ボールを落とす生徒には、両手の面を見せてハンズアップするよう指導する。





	
	【スワーブ】
①大きなスペースがあれば、外側に半円を描くように走る。
②走る時は、相手を見ながら前傾で走
[image: ]る。




（進め方）
・時間は、１分で行う。
・１分ごとに攻守を交代する。
・両チームとも攻守をしたら、チームトークの時間を３０秒設ける。
・チームトーク時には、ホワイトボードを用いポイントを記入する。
・人数は、攻撃側の人数より守備側が２人少ない状態で試合を行う。
・守備側の外２人は、守備側チームに声をかけて指示を出す。
（ルール）
・ボールを相手にとられないように全員２回ボールが回るようにす
る。
・ボール受けた人は、一回地面にボールをつけて次の人にパスをする。
・攻撃側はボールを前にパスしてもよい。
・守備側がボールをとったり触った場合は攻撃側にボールを返す。カウントは０に戻る。
















	[image: ]
	
	























	
	（ゲーム会場図）　　　　　　
	
Aコート
	
	
Bコート
	
	
Cコート

	

	
	

	
	




	

（Aコート半面）
１班対２班
（Bコート半面）
　　３班対４班
（Cコート半面）
　　５班対６班


	
	
７　簡易ゲーム








（進め方）
・時間は、攻撃２分→水分補給チームトーク１分→守備２分→水分補給チームトーク１分→移動３０秒で流す。
・チームトーク時には、ホワイトボードを用いポイントを記入する。
・人数は、攻撃側の人数より守備側が２人少ない状態で試合を行う。
・守備側の２人は、コートの外から、守備に対しての指示と得点板をする。
・トライをとられたら、外の２人はコートに入り守備側の中にいた２人が外に出て指示と得点板をする。
（ルール）
・反則があった場合やタグを４回取られてしまった時は、ハーフラインに戻り最初からやり直す。
（得点）
・４回タグをとられるまでに全員でパスを繋いでトライは５点
・女子のトライは３点
・それ以外のトライは１点

















	
	◆パスを受けるために、空いている場所に動くことができる。　【技能】

△努力を要すると判断される状況（C）の生徒への指導の手立て
・ボールを持っている選手の常に両隣のどちらかにを動くよう教える。
・どこに動けばよいか、教師と一緒に動いてみる。
◎十分に満足できると判断される状況（A）の生徒の具体的な姿
・相手の届かない絶妙な間隔でマークを外し、空いている空間に動くことができる。









〇チームを集合させ、ゲームの説明を行う。
〇試合前の挨拶を大きな声でしっかり行わせる。
〇セルフジャッジの試合を見ながら全体指導をする。
〇簡易ゲームの意図である、守備側の方が２人少ないことを積極的に伝える。
〇試合を通して練習の成果や新たな課題を発見させられるよう常にアドバイスの声を出させる。
〇ボールを貰うことにまよっている生徒がいる場合は、中に入りボールをもっている選手の両隣へ行くよう指導する。
〇ミスが起きても、次につながるよう前向きな声かけをしていけるよう取り組ませる。
〇試合が、終わったらノーサイドの精神を持ちお互いに気持ちのよい挨拶をさせる。

	









〇素早く集合できるよう各チームに声かけをする。
〇T1とは反対サイドに立ち生徒のセルフジャッジによる試合を見ながら、取り組ませる。
〇外側の空いているスペースを活用できるよう積極的に声かけをする。
〇生徒のセルフジャッジに明らかなミスがある場合は理由を説明して確認させる。
〇良いプレイがあった時やトライをとった時は、具体的に賞賛する。
〇狙ったところへパスができない生徒には、ボールを投げた方向に最後まで両腕を伸ばすフォロースルーを指導する。
〇試合に消極的な生徒には、ボールを持っている選手の常に両隣のどちらかにを動くように説明をして活動させる。


	
	（ゲーム会場図）　　　　　　
	
　Aコート
	
	
　Bコート
	
	
　Cコート

	

	
	

	
	




	
第１試合
　１班対２班（Aコート）
　３班対４班（Bコート）
　５班対６班（Cコート）

・第１試合以降はAコート１班を中心に時計周りで試合を行う。


	







まとめ10分
	８　整理運動・話し合い













９　学習の振り返り・まとめ



10　次時の予告

11　挨拶・片付け
	
	○全体を見て落ち着いた雰囲気で静かにゆっくり丁寧に行わせる。
○学習カードや仲間との話し合い活動をもとに、本時の学習のまとめをおこなう。
〇ねらいのポイントであるスペースを作り出し、パスを出し全員トライをとることができたか、また全員がトライをできるためには何が必要かをチームで話し合いカードに記入し取り組ませる。
〇日替わりチーム代表者３名に振り返りを発表させる。
〇全体で、良かったこと、次への課題を振り返らせる。
○次時の予告をして、次時の
意欲につなげる。
○姿勢を正し、元気よく挨拶させる。
	〇整理運動のポイントの筋肉の曲げ・伸ばしを伝えながら生徒に取り組ませる。
〇本時のねらいの振り返りに行き詰っている生徒を支援する。








〇全員が代表者の顔を見て話を聞ける環境を作る。
〇静かに発表を聞かせる。



〇片付けに素早く動けるよう声かけをする。
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